
令和３年５月号掲載 

男女共同参画社会をつくる 

～男女共同参画に関するＱ＆Ａ～ 

 

Ｑ７８   平成１５（２００３）年に、「社会のあらゆる分野において、２０２０年まで

に指導的地位に女性が占める割合が、少なくとも３０％程度となるよう期待す

る」との目標を掲げ、取組を進めてこられた結果の女性の占める割合を知りた

い。 

 

Ａ７８   多くの分野において女性の登用が進んでいますが、なお、３０％を達成して

いない分野が多いです。（Ａ図） 

 

（Ａ図） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（備考）１．内閣府「女性の政策・方針決定参画状況調べ」（令和元年度）より一部情報を更新。 

    ２．「指導的地位」の定義：男女共同参画会議決定（平成 19（2007）年 2月 14日）において、 

      「①議会議員、②法人・団体等における課長相当職以上の者、③専門的・技術的な職業の 

      うち特に専門性が高い職業に従事する者とするのが適当」とされている。 



 

国際的には、令和元（２０１９）年に国連開発計画（ＵＮＤＰ）が発表し 

た「人間開発報告書２０１９」によると、我が国は人間開発指数（ＨＤＩ）が 

１８９の国と地域中１９位、ジェンダー不平等指数（ＧＩＩ）は１６２か国中 

２３位となっています。 

一方、世界経済フォーラムが令和元（２０１９）年に発表したジェンダー・

ギャップ指数（ＧＧＩ）は１５３か国中１２１位となっています。(B図) 

 

 

ＨＤＩ 人間開発指数（Human Ｄevelopment lndex） 

国連開発計画（ＵＮＤＰ）による指数で、「長寿で健康な生活」、「知識」及び「人間らし 

い生活水準」という人間開発の３つの側面を測定したもの。具体的には、出生時の平均寿 

命、知識（平均就学年数及び予想就学年数)、１人当たり国民総所得（ＧＮＩ）を用いて算 

出している。 

 

 

ＧＩＩ ジェンダー不平等指数（Gender  Inequality  lndex） 

 国連開発計画（ＵＮＤＰ）による指数で、国家の人間開発の達成が男女の不平等によっ 

てどの程度妨げられているかを明らかにするもの。次の３側面５指標から構成されている。 

【保健分野】・妊産婦死亡率 ・１５～１９歳の女性 1,000人当たりの出生数 

【エンパワーメント】・国会議員女性割合・中等教育以上の教育を受けた人の割合（男女別） 

【労働市場】・労働力率（男女別）を用いて算出している。 

 

 

ＧＧＩ ジェンダー・ギャップ指数（Gender Gap  Index） 

       世界経済フォーラムが、各国内の男女間の格差を数値化しランク付けしたもので、経済 

分野、教育分野、政治分野及び健康分野のデータから算出され、０が完全不平等、１が完 

全平等を意味しており、性別による格差を明らかにできる。具体的には、次のデータから 

算出される。 

【経済分野】・労働力率 ・同じ仕事の賃金の同等性 ・所得の推計値  

・管理職に占める比率 ・専門職に占める比率 

【教育分野】・識字率 ・初等、中等、高等教育の各在学率 

【健康分野】・新生児の男女比率 ・健康寿命 

【政治分野】・国会議員に占める比率 ・閣僚の比率  

・最近５０年の行政府の長の在任年数 

 

 

 

 

 

を用いて算出

している。 



 

（B図） 



ＧＧＩの順位（１５３か国中、１２１位）は、ＨＤＩやＧＩＩの順位と比べ 

て著しく低くなっている。我が国は、寿命や妊産婦死亡率といった健康（４０ 

位）や教育（９１位）の達成度では高い水準にあるが、政治（１４４位）や経 

済（１１５位）における意思決定に参加する機会等において諸外国と比べて男 

女間の格差が大きいことが原因であり途上国よりも下なのです。 

 

 

資料出所 男女共同参画白書 令和２年版 

 

 

   


